
 

小浜市スポーツ協会会則 
 

 

第１章   総則 
第１条 本会は小浜市スポーツ協会と称し、事務局を小浜市内に置く。 

第２条 本会は次に揚げる団体をもって組織する。 

（１） 市を単位とする種目別スポーツ団体（以下「種目団体」という。） 

（２） 地域（１２地区）を単位とする総合的スポーツ団体（以下「地域団体」という。） 

（３） 市を単位とするその他のスポーツ関係団体 

 

第２章 目的及び事業 
第３条 本会はスポーツの健全なる普及発達を期し、スポーツ文化の昂揚に務め、市民ス

ポーツの向上の図りをもって目的とする。 

第４条 本会の前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

（１） 組織団体の育成強化と相互の連携 

（２） 市民スポーツ向上に寄与する事業並びにスポーツ思想の啓発 

（３） スポーツ大会、各種競技会、講習会等スポーツに関する各種の行事の実施 

（４） スポーツ運動の指導並びに指導者の養成 

（５） スポーツに関する施設の普及拡充促進に関する事項 

（６） スポーツ功労者の表彰  

（７） その他本会の目的達成に必要なる事項 

 

第３章 役員   
第５条 本会に次の役員をおく。 

会長          １名 

副会長      若干名 

理事長      １名 

副理事長  若干名 

常任理事  若干名 

理事         若干名 

幹事         若干名 

代議員     若干名 

監事         ２名 

事務局長  １名 

   ２  前項のほか理事会の決議を経て、名誉会長、顧問及び参与をおくことができる。 

第６条 本会の役員の選任は次のとおりとする。 



（１） 会長副会長は総会で推挙する。 

（２） 理事長・副理事長・常任理事は理事の互選により定める。 

（３） 理事は第２条第１号の加盟団体毎にそれぞれ１名を選出するほか、会長推薦によ

る若干名を会長が委嘱する。 

（４） 代議員は各加盟団体より１名あて推薦をうけ、会長がこれを委嘱する。 

（５） 幹事は理事会の同意を得て、会長が委嘱する。 

（６） 監事は総会において選出する。 

（７） 事務局長は理事会の同意を得て会長が委嘱する。 

（８） 会長・副会長・監事が理事から選出された場合は、前項によることなく当該団体は

これに代わる理事を選出するものとする。 

第７条 役員の任期はすべて２ヶ年とする。但し重任を妨げない。役員に欠員を生じたと  

きは補充することができる。補欠役員の任期は、前任者の残任期間とし、増員による役

員の任期は他の役員の残任期間とする。役員は任期が満了しても後任が就任するま

では、その職務にあたるものとする。                    

第８条 会長が必要と認めたときは、理事会に諮って名誉会長・顧問・参与を委嘱すること

ができる。但しその任期は前条に準じ、かつ重任を妨げない。           

第９条 役員の任務は次のとおりとする。 

（１） 会長は本会を代表し、会務を総括する。 

（２） 副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはこれを代理する。 

（３） 常任理事は常務を処理する。 

（４） 理事は理事会を構成し、総会の決議に基づき、企画・立案・実施の任にあたる。 

（５） 監事は会計の監査にあたる。 

（６） 代議員は総会に出席し、本会の基本方針・団体の加盟・予算決算・事業計画・そ   

の他の重要事項を承認・決議する。 

（７） 幹事は会務に参画する。 

（８） 事務局長は事務を処理する。 

第１０条 名誉会長・顧問・及び参与は重要事項について会長の諮問に応じ、会議に出

席して意見を述べることができる。 

 

第４章 会議 
第１１条   会議は総会・常任理事会・理事会とする。 

第１２条   総会は毎年４月に開催する。但し、会長が必要と認めた場合は臨時にこれを開

くことができる。 

第１３条   総会の議事は出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長が定める。 

第１４条   総会には次の事項を附議する。 

（１） 会則の改定 

（２） 事業の報告と承認 

（３） 予算・決算の審議と決議・承認 



（４） 事業計画の審議 

（５） 本会への加盟・脱退の承認 

（６） その他会長が必要と認めた事項 

第１５条 常任理事会・理事会は必要に応じて会長が招集する。理事の３分の１以上が

目的を明示して請求のあったときは、遅滞なく招集しなくてはならない。 

第１６条 常任理事会・理事会の議事は出席理事の過半数で定め、可否同数時は議長

が定める。 

第１７条 会長が必要と認めたときは、加盟団体長会議を開催して会務の運営を図ること

ができる。 

 

第５章   会計 
第１８条   本会の経費は次の収入をもってこれにあてる。 

（１） 負担金 

（２） 会費 

（３） 助成金 

（４） 寄附金 

（５） 事業収入 

（６） 賛助会費 

（７） その他の収入 

第１９条  本会の会計年度は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

第２０条 本会の予算は毎会計年度開始前理事会で編成し、総会の決議を要し、決算

は会計年度終了後監事の監査を経て総会に報告し、承認を得ることとする。 

 

第６章 遵守事項 
第２１条 本協会は、スポーツ団体として適正な組織運営等を行うため、スポーツ団体ガバ

ナンスコード＜一般スポーツ団体向け＞を遵守するとともに、その適合状況について自

己説明及び公表に努めるものとする。 

２  本協会は、前項に加えて次の事項に取り組む。  

（１）関係法令等を遵守した組織運営等を行うこと。  

（２）暴力、暴言、セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント、差別等の不適切な行

為の根絶に取り組むこと。  

（３）日本アンチ・ドーピング規程の遵守、その他アンチ・ドーピング活動に積極的に取

り組むこと。  

（４）スポーツに携わる者の安全を確保し、事故防止、保険整備等の具体的に必要な施

策を講じること。  

（５）「公益財団法人福井県スポーツ協会及び加盟団体における倫理に関するガイドラ

イン」に沿った組織運営等を行うこと。  



 

第７章 専門委員会 
第２２条  事業遂行のための理事会が必要と認めた場合は、各種の専門委員会を設ける

ことができる。 

第２３条  専門委員会の名称、目的、委員数その他の事項は理事会で定める。 

 

第８章  加盟・脱退および休会 
第２４条  本会に加盟・脱退および休会を希望する団体は、加盟・脱退・休会の申請書を

提出しなければならない。 

 

第９章  賛助会員 
第２５条  本会に賛助会員をおく。賛助会員について必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

１ 本会則に必要な規程は理事会で定める。 

２ 本会則は、昭和４３年４月１日より施行する。 

附 則 

１ 第２４条の改正規定は、昭和５５年４月１９日より施行する。 

附 則 

１ 第７条の改正規定は、平成９年４月２１日より施行する。 

附 則 

１ 第18条（６）の改正規定は平成１１年４月２７日より施行する。 

附 則 

１ 第７条・第２３条の改正規定は、平成２６年４月２９日より施行する。 

附 則 

１ 本会則は、平成３０年４月１日より施行する。 

附 則 

  １ 本会則は、令和３年４月２３日より施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小浜市スポーツ協会表彰規程 
 

（目 的） 

第１条 小浜市スポーツ協会（以下「本会」という）会則第４条の規定に基づき、本市のスポ

ーツ振興に著しく貢献したものを表彰する。 

（表 彰） 

第２条 表彰の種類は、次のとおりとする。また、特に功績が顕著な場合は、特別表彰をす

ることができる。 

（１）スポーツ功労者賞 

（２）優秀選手賞 

（表彰の方法） 

第３条  表彰は、表彰状を授与して行う。表彰に併せて記念品を添えることができる。 

（決定方法） 

第４条  決定方法は次の各号による。 

（１） 表彰の公正を期するため選考委員会をおき、委員は常任理事より選出する。 

（２） 賞者は、市スポーツ協会及び加盟団体より推薦された者を選考委員会に諮り、会

長が決定する。 

（追 彰） 

第５条  表彰されるべき者が、その表彰を前に死亡したときは、追彰することができる。 

（感謝状） 

第６条  第２条に定めるもののほか、会長が必要と認めたときは、感謝状を贈呈することが

できる。 

（細 則） 

第７条  この規程に定めるもののほか、必要な事項は細則に定める。 

 

附 則 

本規程は、平成１９年４月２４日から施行する。 

附 則 

本規程は、平成３０年４月１日より施行する。 

 

 


